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朴廷熙公認会計士事務所 

〒542-0081 

大阪市中央区南船場 1-16-10 大阪岡本ﾋﾞﾙ 5 階 

電話：06-6264-6135 ＦＡＸ：06-6264-6136 

お盆休み 8 月 13 日(月)～15 日(水) 

 

【
「印
紙
税
」
で
紙
の
通
帳
が
な
く
な
る
？
】 

 

印
紙
税
は
経
済
取
引
に
際
し
て
作
成
さ
れ
る
文
書
に
課
さ
れ
る

税
で
す
。
課
税
さ
れ
る
も
の
に
は
色
々
あ
り
ま
す
。
所
得
税
や
法

人
税
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
る
所
得
に
課
税
さ
れ
る
も
の
、
贈
与

税
や
相
続
税
の
よ
う
に
財
産
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
、
消
費

税
や
酒
税
の
よ
う
に
消
費
な
ど
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
度
の
国
の
税
収
は
約
５
５
兆
円

で
し
た
。
そ
の
う
ち
印
紙
収
入
は
約
１
兆
円
で
１
．
８
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
印
紙
税
は
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
通
帳
に
お
い
て
も

課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
融
業
界
は
近
年
の
低
金
利
に
よ
っ
て
収

益
が
悪
化
し
て
い
る
た
め
、
一
層
の
経
費
削
減
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
年
間
約
７
０
０
億
円
か
か
る
印
紙
税

を
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
削
減
す
る
と
い
う
動

き
が
あ
る
よ
う
で
す
。
銀
行
な
ど
に
と
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
と
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
融
合
し
た
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
発
展
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
な
ど
が
す
す
む
こ
と
は
、
印
紙
税
や
発
行
コ
ス
ト
な
ど
の
削

減
と
事
務
作
業
の
軽
減
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
利
用
者
は
通
帳
を
持
ち
歩
く 

必
要
が
な
く
な
っ
た
り
、
ス
マ
ホ
な 

ど
か
ら
入
出
金
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ 

ム
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い 

っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
将
来
は
紙
の
通
帳
の
発
行 

を
希
望
す
る
と
手
数
料
が
発
生
す
る 

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
発

展
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
税
制
も
変

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

いつもお世話になります。写真は去年

の夏に岡山県倉敷市の美観地区へ行った

ときのものです。7 月の集中豪雨で岡山

県、広島県を中心に多くの方々が甚大な

被害に遭われました。倉敷市でも美観地

区は大丈夫だったようです。ふるさと納

税で被災地を支援することもできます。 

 

李です。先日、以前から行きたかった東心斎橋に在る貝料理専門店で元･女子の

会をしました。店内は薄暗く落ち着いた雰囲気。当日はアラカルトオーダーにしま

した。今が旬の岩牡蠣、定番のフライ、カラフルな前菜、お造り盛り合わせ、目の

前で炭火焼する鮑、蛤、ミル貝に〆はアサリ出汁のソバ。どれも大変美味しかった

です。最後にサービスで出されたのが牡蠣アイス。さっぱり系のバニラアイスにゴ

マ粒ほどに刻んだ牡蠣が入っていました。わざわざ牡蠣を入れなくても･･･(汗) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【フーテンの寅さんから商売を学べ】 

 

「わたくし、生まれも育ちも東京葛飾柴又です。帝釈天で産湯を

使い、姓は車、名は寅次郎。人呼んでフーテンの寅と発します」。 

テンポの良いおなじみの名セリフを懐か 

しく思い出す方も多いでしょう。22 年前 

に渥美清さんが亡くなったとき、フラン 

スのル・モンド誌は「下町の英雄、寅さ 

ん逝く」と題した渥美清さんの評伝を掲 

載しました。鞄ひとつで日本全国を気ま

まに旅する寅さんは、日本人が憧れる「小さな自由」を映画の中

で具現していると述べ、寅さんを演じた渥美さんを「劇中の人物

になりきったまれな役者」と高く評価しました。寅さんのあの自

由さはどこからやって来るのか。「フーテン」とは仕事も学業もし

ないでブラブラしている人のことですが、寅さんは、実はたいし

た商売人だったのではないでしょうか。『男はつらいよ 拝啓車寅

次郎様』にこんなシーンがありました。靴の会社で営業をしてい

るおいっ子の満男が、仕事がつまらないと愚痴をこぼします。そ

れを聞いた寅さんは、そのへんにあった鉛筆を満男に渡して「オ

レに売ってみな」と言うのです。満男はしぶしぶと「この鉛筆を

買ってください」と寅さんにセールスをします。「消しゴム付きで

すよ」と特長をアピールしますが「僕は字を書かないから鉛筆な

んて必要ありません」とすげなく断られてしまいます。満男が「こ

んな鉛筆は売りようがない」とさじを投げると、寅さんは満男か

ら鉛筆を取り上げて「この鉛筆を見るとな、おふくろのことを思

い出してしょうがねぇんだ」と、鉛筆にまつわる話をしみじみと

語り始めました。もちろん即興の作り話ですが、これが実にうま

いのです。細い目をもっと細めて、本当に懐かしそうに鉛筆を見

ながら情感たっぷりにあの名調子で語ると、その場にいた家族全

員が寅さんの話に心を奪われ、みんなその鉛筆が欲しくなってし

まうのでした。鉛筆を「モノ」として売ろうとした満男と、鉛筆

の「価値」を伝えた寅さん。つまり寅さんは、物を売るとはどう

いうことかを満男に実演して見せたのです。「どんな価値を付ける

のか」今一度、自身の商売を見つめ直してみたいですね。 

 
今月の教えてキーワード：【ミレニアル世代】 

ミ
レ
ニ
ア
ル
と
は

「千
年
紀
の
」
と
い

う
意
味
で
、
ア
メ
リ

カ
で
２
０
０
０
年

代
に
成
人
あ
る
い

は
社
会
人
に
な
る

世
代
の
こ
と
。 

１
９
８
０
年
代
か

ら
２
０
０
０
年
代

初
頭
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
を
指
す
こ

と
が
多
く
、
そ
れ
以

前

の
世
代
と
は
消

費
行
動
や
価
値
観

な
ど
が
異
な
る
と

さ
れ
る
。
生
ま
れ
た

と
き
か
ら
Ｉ
Ｔ
機

器
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
普
及
し
て

い
る
環
境
で
あ
る

こ
と
か
ら
「デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」
と

も
呼
ば
れ
る
。
日
本

に
お
い
て
も

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
人

事
管
理
の
領
域
で

注
目
を
集
め
て
い

る
。 

成功や失敗ではなく 

この壁を越えてみたい 

 

日本の登山家である栗城史多（の

ぶかず）の言葉。目の前に立ちは

だかる大きな壁。それは限界を決

めている自分自身という壁かも

しれない。さぁ、乗り越えよう！ 

 

【セミナー報告 2018】 

7 月 10 日(火)にハートンホテル 

南船場にて当事務所主催の税制

改正セミナ－を開催しました。 

猛暑の中、約 50 名の勉強熱心な

クライアント様方が、ご出席下さい

ました。ここ数年は所長に代わっ

てセミナー講師を未だ不慣れな

職員たちが務めております。去年

より今年、今年より来年と更に上

達して参る所存ですので、ご期待

ください。尚、今回のセミナ-をご

欠席されました方々には別途、冊

子をお渡し致しております。 


